
たかた・ただひこ　繊維加工、繊維
とマトリックス（樹脂やゴム）の接
着技術が専門の工学博士、技術士
（繊維部門）。繊維会社の研究所、
海外子会社を経て、元広島大学工
学研究科、産学連携センター教
授。東広島市西条町在住。

自
然
に
学
ぶ
接
着
技
術

ラ
ジ
オ
講
座「
学
び
の
時
間
」　
3
月
８
日
〜
３
月
２９
日

〈テーマ〉

今回の講師

●日常生活から航空機材料まで
使われる接着
●接着の狙いは何か？
●接着剤の発展と課題

ＦＭ東広島
放送スケジュール
ＦＭ東広島（８９．７ＭＨｚ）で
髙田先生の講座を放送します。
それぞれ、日曜日１７時～、
再放送をします。

第１回 ３月８日（金）１２時～

第2回 ３月１５日（金）１２時～

第3回 ３月２２日（金）１２時～

第4回 ３月２９日（金）１２時～

物と物との接着

●生物の接着は環境に優しい
●接着剤は不要　
●ヤモリや昆虫は接着と剥離を
容易に繰り返す

自然界の接着

●ヤモリの肢裏に秘密
●ファンデルワールス力とは？
●接着・剥離はどのように行われ
るか？

ヤモリの接着の仕組み

●地球環境・リサイクルを意識し
た接着
●バイオミメティックスとは？
●バイオミメティックスによる接着
●理想的な接着

将来の接着技術

髙田 忠彦さん

Ｆ
Ｍ
東
広
島

Ｆ
Ｍ
東
広
島

ＦＭ東広島
８９．７
ＭＨｚ

　
広
島
大
学
Ｏ
Ｂ
の
教
職
員
ら
で
つ
く
る「
広
大
マ
ス
タ
ー
ズ
」の
会
員
を
講
師
に
迎
え
た
週
１

回
の
ラ
ジ
オ
講
座
を
放
送
し
ま
す
。テ
ー
マ
は
生
活
、地
域
社
会
な
ど
で
、全
４
回
。3
月
８
日

〜
２９
日
の
内
容
を
少
し
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

　

紙
と
紙
と
の
同
種
材
料
、紙

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
異
種
材

料
を
貼
り
合
わ
せ
る
場
合
に

は
、私
た
ち
は
接
着
剤
を
使
う
。

一
旦
接
着
す
る
と
、容
易
に
剥
が

す
こ
と
は
で
き
な
い
。し
か
し
、

自
然
界
に
は
、接
着
剤
を
使
わ

な
い
で
、
容
易
に
可
逆
的
に
接

着
、剥
離
を
繰
り
返
す
ヤ
モ
リ

の
よ
う
な
生
物
も
い
る
。今
回
は

生
物
機
能
を
模
倣
す
る
接
着
技

術
な
ど
に
つ
い
て
、お
話
を
し
た

い
。

物
と
物
と
を

接
着
さ
せ
る
に
は
？

　

物
と
物
と
を
接
着
す
る
に

は
、
同
種
材
料
、
異
種
材
料
を

問
わ
ず
日
常
生
活
で
は
接
着
剤

を
使
う
。
ま
た
、
航
空
機
材
料

や
自
動
車
タ
イ
ヤ
材
料
な
ど
高

性
能
が
要
求
さ
れ
る
材
料
も
、

接
着
剤
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
材
料
は
、接
着
後
、

長
期
の
使
用
に
耐
え
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
る
。一
方
で
は
、一
定

期
間
使
用
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

廃
棄
を
意
識
し
、
容
易
に
剥
が

れ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、自
然
界
に
は
、接
着

剤
を
使
わ
な
い
で
、い
と
も
簡
単

に
接
着
・
剥
離
を
繰
り
返
す
生

物
が
い
る
。最
も
有
名
な
の
は
、

天
井
、壁
、窓
ガ
ラ
ス
を
接
着
と

剥
離
を
繰
り
返
し
な
が
ら
自
由

自
在
に
動
き
回
る
ヤ
モ
リ
で
あ

る
。自
然
界
の
接
着
技
術
は
、巧

妙
に
仕
組
ま
れ
、
環
境
に
も
優

し
い
の
で
あ
る
。

　

２
０
０
０
年
頃
、
米
国
大
学

の
研
究
者
が
ヤ
モ
リ
の
接
着
・
剥

離
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

物
と
物
は
互
い
が
分
子
や
原

子
レ
ベ
ル
で
近
づ
け
ば
、引
力
が

働
き
、
接
着
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る（
こ
の
力
を
フ
ァ
ン
デ

ル
ワ
ー
ル
ス
力
と
言
う
）。

　

分
子
、
原
子
レ
ベ
ル
で
物
同

士
を
近
づ
け
る
こ
と
は
極
め
て

難
し
い
が
、ヤ
モ
リ
の
肢
の
裏
は

細
か
な
毛
が
１０
万
か
ら
１
０
０

万
本
の
密
度
で
密
生
し
、
さ
ら

に
先
端
が
１
０
０
〜
１
０
０
０

０
本
程
度
の
細
か
な
毛
に
分
か

れ
て
い
る
こ
と
が
電
子
顕
微
鏡

で
観
察
さ
れ
て
い
る
。こ
の
先
端

の
細
か
な
１
本
１
本
の
毛
先
が

限
り
な
く
対
象
物
に
近
づ
く
こ

と
に
よ
り
フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス

力
が
発
現
し
、こ
れ
ら
の
力
が
合

わ
さ
っ
て
接
着
す
る
。
逆
に
、
毛

先
の
角
度
を
少
し
変
え
れ
ば
簡

単
に
剥
離
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
接
着
・
剥
離
が
極

め
て
短
時
間
に
行
わ
れ
る
こ
と

で
、動
き
回
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
自
然
界
で
の
接
着
・
剥

離
の
仕
組
み
は
、極
め
て
巧
妙
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
非
常
に
苦
労
し

な
が
ら
強
く
て
長
持
ち
す
る
接

着
技
術
が
開
発
さ
れ
て
き
た

が
、一
定
期
間
使
用
後
、接
着
剤

が
分
解
し
、簡
単
に
剥
離
し
、材

料
を
リ
サ
イ
ク
ル
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、社
会
に
と
っ
て
好

都
合
で
あ
る
。

　

す
で
に
、多
く
の
研
究
者
が
、

ヤ
モ
リ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
生

物
を
ま
ね
た
接
着
・
剥
離
を
可

逆
的
に
繰
り
返
す
、
環
境
に
優

し
い
接
着
技
術
の
開
発
を
試
み

て
い
る
。
製
品
化
さ
れ
た
技
術

も
あ
る
。今
後
ま
す
ま
す
、生
物

の
機
能
を
模
倣
す
る
技
術「
バ
イ

オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」に
よ
る
接

着
技
術
の
開
発
が
進
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

自
然
界
の
接
着
の
仕
組
み

理
想
的
な
接
着
と
は
？

※１ｕｍ＝0.000001ｍ

ヤモリの肢裏
　電子顕微鏡で見たヤモリの肢
の裏。細かな毛が１０万から１００万
本の密度で密生し、さらに先端が
１００～１００００本程度の細かな毛
に分かれている。

あ
し


